
現代日本語における和語３拍名詞について

　　　　　出現位置別に見た音素分布の分析と考察

入　江　　さ　や　か

はじめに

　名詞はあらゆる言語において，最も高い割合を示す品詞である。現代の一般の語彙を

拍数から分類した調査から ，４拍語が４割近くでピークをなし，３拍から６拍までで

９０ ．２％を占めることからも ，３拍から６拍の語が，日本語としていちばん優勢な安定し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　¢
やすい語の長さであることがわかっている 。本論では，和語３拍名詞の出現位置別に見
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
た音素分布について考察する 。２拍の和語名詞については，すでに調査されているので ，

今回は，３拍の和語名詞を調査したいと思う 。調査の結果は，現代日本語についての記

述の一部をなすものであるが，同時に，日本語教育の場でも ，音戸教育，語彙教育の分

野で参考になるだろう 。
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＜１＞　拍（音節）と機能負担量について

　　　　　本論での「音節」とは，音韻論的な立場をとり ，促音や援音などの特殊音素も ，独立

　　　　した音素とみなす。日本語の特質として，「１つは，１つの母音の前に，１つの子音の

　　　　ついたものがあたかも１つの単位のように意識されること 。（中略）２つは，子音母音

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　の連結した「単位」がおよそ同じくらいの長さに発音されること」があげられる 。つま

　　　　り ，音節とは，ほぼ仮名１字に相当し，音韻論的な単位としての「拍（モーラ）」と同

　　　　じ意味で用いる 。本論では，「拍」を使用する 。

　　　　　いずれの言語もそうであるが，個々の音素は無秩序にならんでいるわけではない。一

　　　　定の規律に従って配列され，拍を構成し，その拍もまた，傾向を持った配列をみせる 。　 一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○
　　　　ｒ機能負担量（Ｆｕｎｃｔ１ｏｎａ１ｂｕｒｄｅｍｇ）」とはｒ音韻機能，即ちある言語内において，音　 八

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｏ１

　　　　韻的対立が語義の区別において演ずる役割，の軽重をいう」つまり ，個々の音素が語の

　　　　決定に消極的に関わる負担の度合いである 。機能負担量は，概ね統計的に数字で表され

　　　　る 。１つの言語において，音素が１つ違うだけで，とれだけ異なる単語ができるか，各

一　　　音素についてどれほどあるかを調べることも必要である 。しかし，このような調査を ，
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実際のコミユニケーシ ョンの場を対象にして調査することは非常に困難である。したが

って，今回は，辞書の見出し語形をもとにして，出現位置別に各音素の分布を調べる 。

　玉村文郎（１９８４）『語彙の研究と教育（上）』は，中村仁美の「音韻論からみた現代日

本語における２音節和語名詞について」を紹介している 。これは，和語２拍名詞におい

て出現位置別に見た音素の分布，及び結合の度合いを調べ論じたものである 。

それによると ，語頭，語中，語尾の各位置より ，

　＜語頭＞　　　　　　　＜語中＞　　　　　　　＜語尾＞

／ｋ／　／ａ／　　　　　　母音　　　　　　　／ｒ／　／ｉ／

　　　　　　　　／ｋ／　　／ａ／　　／ｒ／　　　　　　１２ ．９６ 〈一２４ ．６９

１３ ．４９一÷２３ ，４６　　　　　　８ ．１９く一１４ ．２７一ケ６ ，５２　　　　　　　　　　３ ，６２

　　３ ，８８　　　　　　　　　　　　２ ，３７　　　　１ ．８８

　　　　　　　　　　　　子音

　　　　　　　　　／ａ／／ｒ／／ｉ／

　　　　　　　　　１４ ．５４ぐ一７ ．８６一÷１３ ，７９

　　　　　　　　　　２ ，０５　２ ．２１　　　（数字は％を示す）

の結合率が最も高い。これらを組み合わせると ，／ｋａ．１／という語形ができる 。つま

り， 「仮，雁，狩，刈，借り」などが最も典型的な和語２抽名詞なのである 。では，和

語３拍名詞ではどうか。これは，和語名詞の中でも辞書の見出し語数を基準とする限り ，

最も数が多いので，調査対象としての価値が高いであろう 。

＜２＞　和語３拍名詞（代名詞を含む）の出現位置別に見た音素分布

　　　２－１　作業の手順

　　　和語３拍名詞は，ｒ新潮現代国語辞典』の中から抜き出した。代名詞も ，名詞と同様に ，

　　音素列の面で日本語の特徴を示すと思われるので含むことにした。しかし，その数は少

　　ない。この辞書では，見出し語が，平仮名の場合は和語，片仮名の場合は漢語または外

　　来語であることを示す。従って，見出し語が平仮名である和語の３拍の名詞及び代名詞

　　を，そのまま取り出した。なお，分類，表記はすべて，辞書に従った 。

一　　母音は，／ａ／／１／／ｕ／／ｅ／／Ｏ／，半母音は，／ｊ／のみとし，それに続く母音音
○

七　素は／ａ／／ｕ／／ｏ／の３種とする。子音は，カ行／ｋ／，ガ行／ｇ／，サ行／ｓ／
，

　　ザ行／ｚ／，タ行／ｔ／，ダ行／ｄ／，ナ行／ｎ／，ハ行／ｈ／，バ行／ｂ／，パ行／ｐ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　／，マ行／ｍ／，ラ行／ｒ／，ワ行／ｗ／とした。半母音は母音に属し，援音／Ｎ／ ，

　　促音／Ｑ／は，子音扱いとする 。単独母音拍は，子音を４（虹）とし，また語中，語

　　尾に援音，促音がある場合はその拍の母音は４（無）とする 。櫛音は，子音プラス半母



音プラス母音拍である 。

　２－２　音素配列別に見た和語の数

　音素の並び方には，どんな言語にも一定の規律がある。「日本語の拍はすべて次のＡ
，

Ｂのとちらかに属する 。Ｃは子音音素，Ｓは半母音音素，Ｖは母音音素であることを示

す。

　Ａ ．［１Ｃ＋（１Ｓ＋）］１Ｖ　 ．＿＿．＿＿＿．．．．＿．＿．．＿＿．．．．．．一…一般拍

　Ｂ ．Ｎ（援音），Ｑ（促音），Ｖ’（引き音節）　………・…・…・ 特殊拍

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＠尚， ［　１や（　）の中は非必須成分であることを示す。」従 って和語３拍名詞の場合 ，

以下のような音素配列がある 。

【表Ａ】音素配列別に見た和語の数

名称 音素配列 語数 寺殊拍を含む場 己 語数 語数合計 全体比率

ＮＯ．１ ＶＶＶ ８ ８ Ｏ． ２５

ＮＯ，２ ＶＶＣＶ ７９ ＶＶＣ〃 １ ８０ ２． ４７

ＮＯ．３ ＶＣＶＶ ７５ ＶＣ¢Ｖ １ ７６ ２． ３５

ＮＯ．４ ＶＣＶＣＶ ６２４ ＶＣ４ＣＶ ２４ ６４８ ２０ ．０４

ＮＯ．５ ＣＶＶＶ ３６ ３６ １． １１

ＮＯ．６ ＣＶＶＣＶ ２６０ ２６０ ８． ０４

ＮＯ．７ ＣＶＣＶＶ ２１７ ＣＶＣ４Ｖ １ ２１８ ６． ７４

ＣＶＣＶＣＶ １８４５

ＮＯ．８

ＣＶＣ¢ＣＶ

ＶＣＶＣ４

５６６

１９０７ ５８ ．９９

計 ３１４４ ８９ ３２３３ １００ ．００

　音素は最大６つあるので，前から順にＰ１音素，Ｐ２音素　　，Ｐ６音素と名付ける 。

【表Ａ】を見ると ，例えば，ＮＯ．１の名詞は，母音（または半母音）音素のみで構成さ

れているので，音素の数は，３であるが，その場合，最初のＶをＰ２音素（語頭），次

のＶをＰ４音素（語中），最後のＶをＰ６音素（語尾）とする 。

　２－３　音素結合の組み合わせ，及び総表１について

　音素結合の組み合わせを ，以下に示す 。

＜語頭＞

Ｉ語頭が母音のとき　　　　　　　　　　　１語頭が子音のとき

　　　＠母音の前　　　　　　　　　　　　　　＠母音の前
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　　＜語中＞

　　◇Ｐ２音素について

　　　　　◎子音の後
現

代　　　　Ｃ　Ｖ　Ｃ　Ｖ　Ｃ　Ｖ
日

本　　　　　＠子音の前
語

に　　　　　　　＠母音の前
お

け　命Ｐ４音素について
る

和　　　　　　　◎母音の後
語
３　　　　　　　＠子音の後
拍

義　　

；　　　　　　　 （Ｄ子音の前

ぞ　　　　　　　　０母音の前

　　＜語尾＞

　　Ｉ語尾が母音のとき

　　　　　　＠母音の後

含Ｐ３音素について

　　　　　　◎母音の後

　　　Ｃ　Ｖ　Ｃ　Ｖ　Ｃ　Ｖ

　　　　　　　　　◎母音の前

　　　　　　　　　¢子音の前
　　　　　●
◇Ｐ５音素について

　　　　　　　　　＠子音の後

　　　　　　　　　＠母音の後

　　　Ｃ　Ｖ　Ｃ　Ｖ　Ｃ　Ｖ
　　　　　　　　　　　　　　０母音の前

皿語尾が子音のとき

　　　¢母音の後

　　　　　ｎ

　　　語頭が母音の時，その母音は，母音の前，あるいは，子音の前に出現する 。語頭が子

　　音の時は，その子音は，母音の前にのみ出現する 。語中の各音素は，母音の後，子音の

　　後，母音の前，子音の前に出現するが，音素によっ ては，出現しない時もある。語尾が

　　母音の時，その母音は，母音の後，あるいは，子音の後に出現する。語尾が子音の時

　　（全て，援音であるが）は，その子音は，母音の後にのみ出現する。＠のように，Ｖと

　　Ｖが結ばれているのは，その問のＣが無い（４）ことを示す。憾劃の左端上段は ，

　　母音音素，及ぴ半母音プラス母音音素，下段は，子音音素（半母音である／Ｗ／も含

　　む）を示し，上段は，左端の音素の出現位置を示す。「母前」は母音の前，「子後」は ，

　　子音の後を表す。例えば，語頭のａの「母前」は２２であるが，これは，語頭の音素が

一　／ａ／で，それが母音の前に出現する度数が２２であることを表している・語中の¢及
○

五　 ぴ◎列は，Ｐ２音素とＰ３音素，この二つの音素問の結合の度合いを示し，◎及ぴｅ列

　　は，Ｐ３音素とＰ４音素，＠及び◎列は，Ｐ４音素とＰ５音素の両音素問の結合の度合い

　　を示している。なお，音素結合の組み合わせの記号と１総表１の記号は一致している 。

　　母音の後と子音の後の合計と母音の前と子音の前の合計が同じであるのは，母音が子音

　　の前に来るときと ，子音が母音の後に来るときは同じことであり ，母音が子音の後に来



るときと ，子音が母音の前に来るときと同じことであるからである 。

＜３＞　音素分布の分析と考察

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　現
　３－１　語形から見た日本語らしさ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日
　音素配列別に見た和語の数の表【表Ａ】を見ると ，和語３拍名詞において

，　 本

ＣＶＣＶＣＶで構成される名詞が全体の５９ ．Ｏ％，ＶＣＶＣＶで構成される名詞が全体の　簑

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　け２０ ．０％で，両方合わせて約８０％である 。上代音韻の特色である母音連続忌避が，現代語　 る

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　和
まで影響したことが窺える 。他に日本語らしいと感じられる項目として玉村文郎『語彙　語
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３
の研究と教育（上）』は次の項目を挙げている 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　拍
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名
　（１）直音と櫛音　　（２）語頭の清音と濁音 ・半濁音　　　　　　　　　　　　　　　　詞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ　（３）短音と長音（引き音節の有無）　（４）語頭ラ行音の有無　　　　　　　　　　　　い

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て
　（５）語中 ・語尾のハ行音の有無　　（６）工列音

　（７）促音の有無　　（８）援音の有無

以上の８項目のうち ，（３）までは，各項目の左側の方が標準的一般的で，日本語らしい 。

（４×５×７×８）では無い方，（６）では，工列音よりも他のア列音などの方が日本語らしいことに
　¢
なる 。本論では，（１×２×３）項目について検証する

。

　（１）和語３拍名詞３２３３語のうち ，勧音拍を含む語は，わずか２２語，しかも勧音拍は ，

３拍のうち ，た った１回しか現れることはない。【表Ｂ】を見ても ，勧音拍は音韻変化

によっ て生まれたものが多く ，本来，日本語らしくないことがわかる 。

　（２）１総表１より ，語中 ・語尾に比べて，語頭の濁音が著しく少ないことがわかる 。

ダ行が他に比べて多いのは，「出」がつく複合語がその６６％，代名詞（ドチラなど）が

１２％を占めるからである 。バ行も「場」がつく複合語が，その４０％を占める 。

　（３）和語については，棒引き仮名遣いは用いない。しかし，２拍分の長さを持つ「長

音」の後半１拍分は，表記の上では異なる母音字の場合もあるが，単一の音韻論的単位

である 。従 って和語にも引き音節を持つ語はある 。【表Ｃ】は，第１拍と第２拍，及び ，

第２拍と第３拍で，母音が連続する語の数と ，そのうち引き音節になる語の数を示した

ものである ・これらの引き音節の例はすべて『明解日本語アクセン／辞典１の長音の基；

準に従 った。ちなみに，「「あ」「い」「う」「え」「お」の直前に意義の切れ目のあるもの，四

及びそこにアクセントの高さの切れ目があるものは，少しでも丁寧に発音されると引き
　　　　　　　ゆ
音節にはならない」とされる 。

　【表Ｃ】を見ると ，［ｏ－ｕ］の引き音節が多いことがわかる 。それは和語の歴史的な音韻

変化である［ａｕｌや［Ｏｕ１から変化したオ段の長音が多いためである 。中世のキリシタン
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資料では，原則として［ａｕ］から変化した開音の［ｏ：］（「Ｏ」）と ，［ｏｕ】から変化した合音

の［Ｏ：］（「６」）は区別されていたが現代では区別されない。“ ばあや，じじい，おぶう
’’

など前の音節の母音をのばした俗語的な語も多い。母音の連続では［ａ－ｉ］［ａ－ｅ１［Ｏ －ｉｌの数

が多い。江戸語では ，［ａｉ］［ａｅ］［ＯｉＨＯｅ］［ｉｅ］などが［ｅ：］となることがある 。（現代でも方言

ではこのような現象は見られる 。）母音連続が多くなると ，このように母音が融合して ，

結果として母音連続が避けられるようになると考えられる 。しかし，引き音節を持つ語

は全体語数のうち，わずか１５％にすぎない。引き音節を含むと印象としては，日本語

　　　　　　　
らしさを弱める 。

　３－２　典型的な和語３拍名詞

　＜１＞で，最も典型的な和語２拍名詞は，／ｋａｒｉ／であることを述べた。では，和

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＠
語３拍名詞ではどうか。鵬表１から ，語頭 ・語中 ・語尾の各位置を総合すると ，

　　　　　　＜語頭＞　　　　　　＜語中＞　　　　　　　＜語尾＞

　　　　　／ｋ／　／ａ／　　　　　　母音　　　　　　　／ｒ／　／ｉ／

　　　　　１５ ．８４一〉 ２２ ．６１　　　　／ｋ／　　／ａ／　　／ｋ／　　　　　１５ ．１６ぐ一３７ ，６８

　　　　　　　５ ，０４　　　　　　　　　　９ ．７２←１３ ．８７一ケ６ ，１７　　　　　　　　　　　８ ，１７

　　　　　　　　　　　　　　　　３ ，０９　　　　２ ．２２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　子音

　　　　　　　　　　　　　　／ａ／　　／ｋ／　　／ａ／

　　　　　　　　　　　　　　　１４ ．８０く一８ ．０１一〉 ２１ ，２７

　　　　　　　　　　　　　　　　２ ，５８　　　　３ ．２１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　母音

　　　　　　　　　　　　　　／ｋ／　　／ａ／　　／ｒ／

　　　　　　　　　　　　　　　７ ．３６ く一１９ ．４３一ケ８ ，１６

　　　　　　　　　　　　　　　　２ ，８２　　　　２ ．５８

　　　　　　　　　　　　　　　　　　子音

　　　　　　　　　　　　　　／ａ／／ｒ／／ｉ／

　　　　　　　　　　　　　　　１７ ．１６く一８ ．１１一ケ２０ ，１７

　　　　　　　　　　　　　　　　２ ，５７　　　４ ．３７

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（数字は％を表す）

一　の結合率が最も高い。これらを組み合わせると／ｋａｋａｒｌ／という語形ができ私「係り ・

○

三　掛かり ，懸かり ，架かり」などである。また，第１拍の子音を／ｓ／や／ｈ／に置き

　　換えると／ｓａｋａｒ１／や／ｈａｋａｒ１／「盛り ，秤，計り ，測り ，量り ，図り ，謀り ，諮り」
，

　　第２拍の子音を／ｇ／や／ｔ／に置き換えると／ｋａｇａｎ／や／ｋａｔａｒ１／「等，語り ，

　　願り」という語形ができる。組み合わせを頻度の高い順に少し置き換えるだけでかなり

　　の和語３拍名詞ができる 。



　３－３　単独母音拍について

　１総表；によると ，母音が単独で拍を構成するときは，子音を伴 って拍を構成する場

合と異なる特徴を示す 。

　第２拍において，子音の後に出てきて拍を構成する母音の場合は／ａ／が全体の

１８ ．１７％を占め，他を大きく引き離している 。（１総表１◎列「子後０」参照）しかし
，

第２拍が単独母音拍の場合は，／ａ／／ｉ／／ｏ／の頻度があまり変わらない。また／ ｅ

／の頻度も子音の後に来る場合と比較すると ，かなり高い。（１総表１◎列「母後◎」

参照）

　中世のローマ字で記されたキリシタン資料は音韻資料として，非常に有効である 。そ

こに注目すべき点がある 。ｒ工は，単独で音節（拍）を構成する場合，キリシタン資料

では常に “ｙｅ”と表記されており ，［ｊｅ］と発音されたものと考えられている 。オは，単独

で音節（拍）を構成する場合，キリシタン資料では常に “ＶＯ（ｕｏ）” と表記され，その音
　　　　　　　　　　　　　　　　　０価は［ＷＯ］であ ったものと推定されている 。」工とオについては，なお，通時的な考察を

加えるべきことがあると考える 。

【表Ｂ】勘音拍を含む語（分類は辞書による）

現
代
日

本
語
に

お

け
る

和
語
３

拍
名
詞
に

つ
い
て

項 目 語数 語 の 例

音韻変化によ ９

って生じた語
オテシ ョ・ キシャゴ ・キ ュウリ ・キ ョウビ ・クシャミ ・

ウズ ・ミョ ウト ・ヤシャゴ
シュウト ・チ ョ

俗 語 ５ ギッ チョ ・＊ ギッ チョ ・ジャンコ ・チ ョンボ ・ミッ チャ
＊（キリギリスの別称）

複 合 語 ３ オシャマ ・オネシ ョ・ オモチャ

そ の 他 ５ エンジ ュ・ シャギリ ・シャクリ ・ジ ョウゴ ・ヤンチャ

計 ２２

○



【表Ｃ】母音の連続と引き音節

現
代
日

本
語
に

お

け
る

和
語
３

拍
名
詞
に

つ
い
て

○

第１拍と第２拍の母音運続 第２拍と第３拍の母音連続
五数合計 引音節

計
語数 １音節 例 語数 １音節 例

ａ－ ａ ７ １ バーヤ ２ ９ １

ａ－ｉ ２０ ６２ ８２

ａ・ ｕ ９ ９

ａ． ｅ
１３ ３５ ４８

ａ－ ０
１９ １２ ３１

ｉ－
ａ ９ ９

ｉ－ｉ １３ ３ イーコ ・シーナ ９ ２ ジジー・ メシー ２２ ５

ｉ－

ｕ
１２ １２

ｉ－
ｅ ４ １５ １９

ｉ－

Ｏ
２２ ７

２９

ｕ－ ａ ３ ３

ｕ－ｉ １３ １２ ２５

ｕ－ ｕ ５ ４ ユーキ ・ユーゲ
ーヒ ・ユ ーべ

１ １ オブー
６ ５

ｕ－ ｅ ２ １２ １４

ｕ・ Ｏ ２ ７ ９

ｅ■ ａ
１２ １２

ｅ－ｉ １１ ３
１４

ｅ－ ｕ ９ ９

ｅ■ ｅ １ １ ネーヤ ２ ２ テメー・ ウレー ３ ３

ｅ－ Ｏ
１０

１０

Ｏ－ ａ ４ ４

Ｏ－ｉ ２２ ２１ ４３

Ｏ－ｕ
２６ １５

オーギ・オーセ・吉二事：雫二多：モーケ等

７ ７ ３３ ２２

Ｏ－ ｅ ５
１１ １６

Ｏ－ Ｏ
２１ １２ コーリ ・トーカ

・トー デ・

トービ ・トーミ

１
２２ １２

合計 ２７４ ３６ ２１９ １２ ４９３ ４８

引音節

語数

１３．１％ ５．５％ ９．７％

引き 童節を持つ語数　４８

１５％
全体語数　　　　　３２３３
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おわりに

　和語３拍名詞の音素分布を調べ，その結果から日本語らしい語形について考察してき

て， 従来の研究結果の日本語らしいと感じられる項目を統計的に数値で裏付けることが

出来たと思う 。その結論として出てきた最も日本語らしい語形は，和語２拍名詞の場合

が／ｋａｒ１／だ ったのに対して，和語３拍名詞の場合は，／ｋａｋａｒ１／だ った。単独母音

拍の場合は，この結果と異なることも明らかになっ た。

　しかし，今回は音素分布の特徴を表面的に観察したに留まり ，深く分析するまでには

至っ ていない。また，タ行などを一括して，扱 ったことについて，音韻論的立場からの

説明を行わねばならないが本論ではふれられなか った 。

　音素分布の一層深い考察を行うことと ，他の品詞についても同様の調査を行うことな

どが今後の課題である 。
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注

¢　林　大『ことばの体系』　１９５７年　筑摩書房

　　玉村文郎『語彙の研究と教育（上）』　１９８４年　国立国語研究所　Ｐ２０掲載

　　中村仁美「音韻論から見た現代日本語における２音節和語名詞について」　同志杜大学１９８３

　年度卒業論文

　　元申保格『日本の言語学』第２巻　音韻　１９８０年　大修館書店　Ｐ１０

＠　市河二暑『英語学辞典』　１９４０年　研究杜　Ｐ４００

　／Ｗ／は半母音であるが，それに続く母音が／ａ／のみであることと ，現代標準日本語で

　は，勒音を構成しないことから本論では，子音の項に入れることとする 。

＠　玉村文郎『語彙の研究と教育（上）』　１９８４年　国立国 言五研究所　Ｐ２６

¢　玉村文郎『語彙の研究と教育（上）』　１９８４年　国立国 …五研究所　Ｐ２２

＠『明解日本語アクセント辞典』第２版１９８１年三省堂解説の項

　　単独母音で第３拍を終える場合，面白い傾向がでている 。第３拍で／ａ／／ｕ／が単独母音

　拍としては っきり発音される語がない。／ａ／で終わる語は “かかあ ・ばばあ
”，

つまり引き

　音節，／ｕ／で終わる語は “あこう ・いおう ・きのう ・すもう…” など８例ともすべて引き音

　節である 。「マリア」「アリア」という語が日本語らしくない理由として，このような音韻面か

　らの理由も考えられるだろう 。

＠　語頭，語中，語尾についての各表を今回は掲載できなか った。本論の数値は燃剥以外に ，

　それらの表から出したものである 。

０　春日和男編『国語史概説』　１９７８年　有精堂　Ｐ１９８
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